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福岡校

【化学（解答）】 
１ 
 問 1 ア ④ イ ② ウ ⑤ エ ③   問 2 a ⑦ b ⑥  
 問 3 ①，⑤，⑦，⑧           問 4 (1) ④ (2) ④  
 
２ 
 問 1 (1) ① (2) ⑦  
 問 2 (1) 2.7×102 mL  
    (2) (a) ① (b) ② (c) ③ (d) ③ (e) ②  
    (3) ①，④  
    (4) 2.0×10－2 mol/L  
 

   問 2 流れた電子の物質量は 048.0
96500

193040.2



 mol， 

      溶液中の Cu2+は 0.0100×2.00 = 0.020 molなので，陰極では， 
      0.040 mol分の電子によって 0.020 molの Cu2+が還元されて Cuが析出し， 
      0.008 mol分の電子によって水が還元されて H2が発生する。 
     (2) (a) 陽極から Cu2+が溶け出すので，陰極では 0.024 molの Cuが析出する。 
       (b) 0.0120×2.00 = 0.024 molの Cuが析出するが，発生する O2量は変わらない。 
       (c) 0.0080×2.00 = 0.016 molの Cuが析出する。 
       (d) 流れる電子の物質量が 0.040 molになるので，0.010 molの O2が析出する。 
       (e) 流れる電子の物質量が 0.060 molになるが，0.020 molの Cuしか析出しない。 
 
３ 
 問 1 (1) ③ (2) ④，⑤   
 問 2 (1) ① (2) 1.7×10－2 mol/L (3) 8.1×10－7 mol/L  
 問 3 (1) ④ (2) 1.4×102 g    問 4 (1) ⑧ (2) ⑥  
 

   問 2 (3) 7
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       [H2C2O4]は無視できるほど小さいので，求めるモル濃度の和は， 

        7792
4242 1005.8100.81033.5]OC[]OHC[    

 
【化学（講評）】 

 前期日程よりも平易であった。大問２の電気分解で，銅がすべて析出してさらに水素が発生すること

を見落としていないか，大問３の溶解度積と電離平衡の複合系を処理できたか，くらいが差のつくとこ

ろである。計算量も前期日程より少なかったから，高得点者が少なくないであろう。合格ラインは 80％
前後と思われる。 
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